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中村 かほり

北六甲台に住み着いて何年も経ちますが、昨夏

から初めて有馬の滝めぐりをしました。

実は、有馬には四十八滝と云われるぐらいたく

さんの滝があります。（有馬三山は、有馬から落葉

山、灰形山、湯槽谷山と続き、頂上に名前と標高の石

柱が立てられています。これは昨年四月に有馬ロータ

リークラブの方々が30キロ・一メートルの石柱を背

負い、四日がかりの奮闘の末できたものとお聞きしま

した。超健脚向きですが、有馬に下りてきて温泉・散

策は楽しいですね）

昨夏は、アドベンチャールートで、白石滝から、

白竜滝、大安相滝など、せせらぎを遡上して細い

道を通ったり、道なき道を藪漕ぎをしたりしなが

らやっと魚屋（ととや）道に出ました。そして今

冬いよいよ氷瀑（たき）へ。一度目は、一月に百

間滝を見に行くも水量も無く岩ばかりが目立って

いました。それが二度目のときは半分以上の氷瀑

でとても素敵になっていました。やはり、氷瀑は

何故か心がそそられます。
有馬からだと大体は白石滝方面から登るのですが、川の遡上なので途中の流木にツ

ララがぶら下がり、氷の芸術作品があちこちに見られとても感動を覚えました。この

時はすぐそばの似位滝にも足を伸ばすことができました。これがまたすばらしかった

のです。名前の如く、百間滝には劣らない音が雄大な滝でした。でもまだまだ上には

上があり、出会った人が七曲滝が一番すばらしいと言われますが、途中の道が危険と

の事でこの日はここで断念する事にしました。そして二月、三度目の正直でとうとう

難所の七曲滝へ。それはやはり聞きしに勝るもので雄大に見事に凍っているのを見る

ことが出来ました。氷の下からは、少し水の流れも聞こえました。それがこの氷瀑な

百間滝・・・滝の上を見ることもできる

自然にできた氷の芸術作品

似位滝・・・百間滝に劣らない 七曲滝・・・途中のルートも難所あり
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昨年は、東日本大震災のため中止となった第１０回さくらまつりが、４月７日（土）に

開催されました。残念ながら、桜の花は開花まであと一歩というちょっと寂しい状態で

した。途中、雪もチラつきましたが、多くの方々が来て下さり会場は賑わいました。

西宮市社会福祉協議会では東日本大震災の復興支援を続けていく為に、今回は

東北特産品と一緒にグッズの販売やパネル展示もしました。

社協北六甲台分区では喫茶とパスタ、そしてスーパーボールすくいを行いました。

パスタは完売したほか、寒かったためホットコーヒーも予想以上に多く販売できました。

また、寒い中でも少し陽がさすと子ども達は冷たい水にも関わらず一生懸命にボール

をすくっていました。終わったあとに好きなボールを一つもらうのにあれこれと悩みな

がら決める姿は真剣そのものでした。分区のテント内では、お年寄りをはじめ多くの来

訪者が、コーヒーやパスタを味わいながら懇談する姿が見られ、開催中ずっと賑わっ

ていました。

今年も、朝早くからテント張りや荷物の搬出・搬入に携わって頂いた皆さん、それぞ

れの屋台で担当頂いたボランティアさん、そして山口中学校の先生や生徒の皆さんの

力をお借りして開催できました。この場をお借りしまして御礼申し上げます。本当に有

難う御座いました。

そして御来場いただきました皆様、また来年もよろしくお願いします。来年は桜の花

も少しは楽しめるくらいに咲いてくれますように祈りつつ・・・。

さくらまつり

広報部 井澤 淳子

社協北六甲台分区のテント屋台

テント内で寛ぐ来訪者の皆さん →


